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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  木造軸組構法に用いられる小梁を、木製梁と鋼製梁とを相互に重ね合わせて構成した木
・鋼重ね梁構造であって、
  前記鋼製梁の上面に前記木製梁が重ね合わされ、
　前記木製梁及び鋼製梁の端部は、直交する大梁等の横架材にそれぞれ接合されて成るこ
とを特徴とする、木・鋼重ね梁構造。
【請求項２】
  前記鋼製梁の端部は、前記直交する大梁等の横架材に、第１の接合部材を介して接合さ
れ、
　前記木製梁の端部は、前記直交する大梁等の横架材に、第２の接合部材を介して接合さ
れて成ることを特徴とする、請求項１に記載した木・鋼重ね梁構造。
【請求項３】
  前記鋼製梁は、角形鋼管で構成されていることを特徴とする、請求項１又は２に記載し
た木・鋼重ね梁構造。
【請求項４】
  前記木製梁は、断面の縦寸及び横寸がそれぞれ１０５ｍｍ以上の角材であることを特徴
とする、請求項１～３のいずれか１項に記載した木・鋼重ね梁構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　この発明は、木造軸組構法（在来工法）により構築される建築物であって、大梁等の横
架材の間に設けられる小梁（特には、床荷重を支える小梁）を、木製梁と鋼製梁とで重ね
梁として構成した木・鋼重ね梁構造の技術分野に属する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、木造軸組構法によって構築される建築物の骨組みは、土台、柱材、梁材や筋交
いなどの軸組を組み立てて構築される。前記建築物には、大梁、胴差等の横架材の間に床
荷重を支える小梁が所定の間隔をあけて複数本設けられており、該小梁の両端部が大梁に
、例えば金物等でなる接合部材を用いて強固に接合されている。
　ところで、前記梁材には、鋼材と木材とを組み合わせて一体化した複合梁材が知られて
おり、例えば特許文献１～３に開示され、既に種々実用に供されている。前記複合梁材は
、剛性、安定性、及び耐久性に優れており、その上、木製梁のみで構成した小梁と比べて
断面寸法を小さく設計できるから、より広い空間を有する建築物を構築できる。
　なお、前記小梁の上面には、床版として構造用合板が木材に釘打ちして設けられる。床
面がない場合には、鋼材或いは木材に火打ち材をボルト等で止め付けている。
【０００３】
　前記特許文献１及び２には、Ｈ形鋼で構成した鋼材のフランジ面を上下方向に配置し、
該上下フランジの外面に木材を重ね合わせ、該鋼材のフランジ面と木材とをボルト接合、
かしめ接合、或いは接着材等で相互に接合して一体化させた構成の複合梁材が開示されて
いる。
　前記特許文献３には、角形鋼管で構成した鋼材の上面及び下面に、該上面及び下面より
も幅広の木材をボルト接合して一体化させた構成の複合梁材が開示されている。
　因みに、前記特許文献１～３に開示された複合梁材を構成する木材は、主に断熱効果を
高める目的で設けているため大梁には接合していない。すなわち、前記複合梁材は、鋼材
のみを大梁へ接合していた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平８－２８４３１０号公報
【特許文献２】特開平９－１５１５６８号公報
【特許文献３】特開平１０－１８３８６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記特許文献１～３に開示された複合梁材は、鋼材と木材とをボルト接合又はかしめ接
合等により相互に接合して一体化させる構成であるが故に、鋼材と木材とを相互に接合す
るための穴あけ加工や切り欠き加工等を行う必要があった。よって、製造コストが嵩むう
えに、建築現場への搬入効率が悪いという問題があった。また、ボルト穴や切り欠きの形
状、大きさによっては、断面欠損が生じるおそれがあるので、断面欠損が生じないように
鋼材又は木材の断面形状を大きくする必要があり、不合理かつ不経済であった。
【０００６】
　ところで、木造軸組構法によって建築物を構築する場合、「住宅の品質確保の促進等に
関する法律（以下、単に品確法という。）」で定められた所定の性能を発揮させる必要が
ある。
　ここで、前記品確法により、前記梁材に要求される構造性能は、床版や屋根からの鉛直
荷重を負担し、更に地震力や風等の水平荷重を負担してねじれを防止することである。前
記複合梁材の場合は、鉛直荷重を鋼材のみで負担し、水平荷重に対しては複合梁材と同複
合梁材の上面に設けた床版、又は火打ち材で負担している。しかし、前記複合梁材では、
鋼材と木材の剛性が異なる理由から、前記品確法で定められた所定の性能を発揮する設計
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が難しく、同性能を発揮できない虞がある。これは、前記品確法が、木材のみで水平荷重
を負担することを前提として定めているからである。更に、前記複合梁材は、床版、或い
は火打ち材と組み合わせて水平荷重を負担するので、力の伝達が複雑になり、保有性能が
不明瞭である。
　そのため、前記特許文献１～３に係る複合梁材を適用する場合、実際の仕様で構造性能
試験を行う必要があることに加え、該試験結果により得られた保有床倍率の認証を取得す
る手続等も必要となり大変煩わしかった。
【０００７】
　そこで、本発明の目的は、鋼製梁として使用する鋼材と、木製梁として使用する木材と
を相互に接合するための穴あけ加工や切り欠き加工が不要であり、両者を接合する必要も
ない、木・鋼重ね梁構造を提供することである。
　また、鋼製梁と木製梁とを組み合わせてなる梁構造であっても、木製梁のみで水平荷重
を負担することを前提とした構造設計を実現することにより、品確法により定められた存
在床倍率を満足する設計を容易に行うことができる、木・鋼重ね梁構造を提供することで
ある。
　その結果、木造軸組構法の効率性と経済性を高めて、工期の短縮化及びコストダウンを
図ることができる、木・鋼重ね梁構造を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
  上記の課題を解決するための手段として、請求項１に記載した発明に係る木・鋼重ね梁
構造は、木造軸組構法に用いられる小梁を、木製梁３と鋼製梁２とを相互に重ね合わせて
構成した木・鋼重ね梁構造であって、
  前記鋼製梁２の上面に前記木製梁３が重ね合わされ、
　前記木製梁３及び鋼製梁２の端部は、直交する大梁１０等の横架材にそれぞれ接合され
て成ることを特徴とする。
　請求項２に記載した発明は、請求項１に記載した木・鋼重ね梁構造において、前記鋼製
梁２の端部は、前記直交する大梁１０等の横架材に、第１の接合部材４（又は７）を介し
て接合され、
　前記木製梁３の端部は、前記直交する大梁１０等の横架材に、第２の接合部材８を介し
て接合されて成ることを特徴とする。
【０００９】
  請求項３に記載した発明は、請求項１又は２に記載した木・鋼重ね梁構造において、前
記鋼製梁２は、角形鋼管で構成されていることを特徴とする。
【００１０】
  請求項４に記載した発明は、請求項１～３のいずれか１項に記載した木・鋼重ね梁構造
において、前記木製梁３は、断面の縦寸及び横寸がそれぞれ１０５ｍｍ以上の角材である
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
  本発明に係る木・鋼重ね梁構造１によれば、鋼製梁２の上面に木製梁３を重ね合わせ、
該鋼製梁２及び木製梁３の端部は、直交する大梁１０等の横架材にそれぞれ接合してなる
構成なので、下記する効果を奏する。
（１）前記鋼製梁２と木製梁３とを相互に接合するための穴あけ加工や切り欠き加工等が
不要であり、また鋼材と木材とを別々に分けて効率良く建築現場へ搬入して施工できる。
よって、工場等における製造工程の省力化、運搬工程のスリム化等を実現できるので非常
に合理的かつ経済的である。
（２）前記木製梁３は、鋼製梁２に関係なく独立して水平荷重を負担する構成、すなわち
、木製梁３のみで水平荷重を負担することを前提とした構造設計を実現できるので、前記
品確法により定められた存在床倍率を満足する設計を容易に行うことができ、構造性能実
験等を行う必要がない。更に言えば、荷重に対する役割分担を明確化した小梁構造を実現
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できると云える。
（３）まとめると、木造軸組構法の効率性と経済性を高めることができ、工期の短縮化及
びコストダウンを図ることができる。また、非常に合理的、経済的な構造設計を実現する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】木造軸組構法による建築物の上方部分を概略的に示した立面図である。
【図２】本発明に係る木・鋼重ね梁構造の実施例を示した斜視図である。
【図３】図１のＡ部の拡大図である。
【図４】本発明に係る木・鋼重ね梁構造の異なる実施例を示した斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
  本発明に係る木・鋼重ね梁構造１は、鋼製梁２の上面に木製梁３が重ね合わされ、鋼製
梁２及び木製梁３の端部は、直交する大梁１０等の横架材にそれぞれ接合されてなる。前
記鋼製梁２は、角形鋼管で構成する。前記木製梁３は、断面の縦寸及び横寸が１０５ｍｍ
以上の角材とする。
【実施例１】
【００１４】
  本発明に係る木・鋼重ね梁構造を図示した実施例に基づいて説明する。
  本発明に係る木・鋼重ね梁構造１は、図１～図３に示すように、木造軸組構法に用いる
小梁（特には、構築される建築物の床荷重を支える小梁）を、鋼製梁２と木製梁３とを相
互に重ね合わせて重ね梁とした構成である。具体的に、前記重ね梁構造１は、前記鋼製梁
２の上面に前記木製梁３が重ね合わされ、鋼製梁２及び木製梁３の端部は、直交する大梁
１０等の横架材にそれぞれ接合されており、前記木製梁３が鋼製梁２から独立して水平荷
重を負担する構成である。
【００１５】
　前記建築物は、詳細に図示することは省略したが、べた基礎の立ち上がり部または布基
礎の上に土台を構築し、該土台に柱材１２、大梁１０、小梁或いは筋交いといった軸組を
組み上げて骨組みを構築する。直交する大梁１０、１０の接合部には、補強材として火打
ち材を設け、地震や風等による水平荷重を負担させる。但し、前記火打ち材を設けること
なく、前記大梁１０の上面に床合板を釘打ちして設け、当該床合板で前記水平荷重を負担
させる場合もある。
　なお、前記重ね梁構造１を構成する木製梁３の上面に、構造用合板が同木製梁３に釘打
ち固定して設置されている。但し、前記構造用合板に代えて、火打ち材を、鋼製梁２又は
木製梁３にボルト接合する場合もある。
　以下、本発明に係る重ね梁構造１の構成要素である鋼製梁２、木製梁３についてそれぞ
れ説明した上で、両者の接合要領について説明する。
【００１６】
　前記鋼製梁２は、一例として縦寸が１９５ｍｍ程度、横寸１０５ｍｍ程度、厚さが３．
２～４．５ｍｍ程度の角形鋼管で構成されている。前記角形鋼管２は、例えばＨ形鋼と比
較してねじれに強いので、大梁１０、１０間がロングスパンであっても補強が不要で、設
計が容易であり、梁材として好適である。また、前記角形鋼管２の板厚を厚くすることに
より、同鋼管２の断面寸法を小さくできるので、より広い空間を有する建築物を構築でき
る。
　なお、前記鋼製梁２は、前記角形鋼管に限らない。例えば図４に示したように、Ｈ形鋼
で構成することもできるし、Ｃ形鋼等（図示省略）で構成することもできる。
【００１７】
　前記木製梁３は、一例として木材の標準規格サイズである一辺が１０５ｍｍの角材を用
いている。前記木製梁３は、断面の縦寸及び横寸がそれぞれ１０５ｍｍ以上の角材が好ま
しい。例えば縦寸が１０５ｍｍ、横寸が１２０ｍｍの角材でも良好に実施できる。但し、
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構造設計上、前記鋼製梁２の横寸と木製梁３の横寸をほぼ一致させて、重ね梁構造１の両
側面をほぼ面一とする構成が好ましい。
　因みに、前記木製梁３の縦寸及び横寸を１０５ｍｍ以上とする意義は、前記品確法で定
められた存在床倍率を満たすことができ、構造性能試験等や構造解析等で性能確認等する
必要がないからである。但し、前記木製梁３の縦寸及び横寸は、１０５ｍｍ以上に限定さ
れない。構造性能試験や構造解析等で性能確認等した場合には、それぞれ１０５ｍｍ未満
とした構成で実施することもできる。
【００１８】
　次に、前記鋼製梁２と木製梁３のそれぞれの両端部を直交する大梁１０に接合する構成
について説明する。
　本発明に係る重ね梁構造１の施工は、図１に示すように、対向する配置に設けた大梁１
０等の横架材の間に、所要の高さまで吊り上げた鋼製梁２を下記する要領で接合した後、
木製梁３を、前記大梁１０間に接合した鋼製梁２の上面に載せ、該上面を作業台に利用し
て下記する要領で接合する手法で行われる。
【００１９】
  前記鋼製梁２（角形鋼管）は、図２及び図３に示すように、同鋼製梁２と直交する大梁
１０に接合部材（第１の接合部材）４を用いて接合されている。具体的には、対向配置に
位置する左右の大梁１０、１０に接合部材４を用いて接合されている。前記接合部材４は
、前方（大梁１０側）に逆Ｕ字形状のフック部５０を備えた板状の本体部５と、前記フッ
ク部５０と結合される連結ピン６との組み合わせで構成されている。また、前記大梁１０
、１０には予め、前記フック部５０と対面する部位に該フック部５０を上下に遊嵌するル
ーズ孔１０ｂが形成され、反対側の面には前記連結ピン６を収納するピン孔１０ａが形成
され、当該ルーズ孔１０ｂとピン孔１０ａは立断面が略Ｌ字形状の連通する構成で実施さ
れている。
【００２０】
　前記本体部５は、前記フック部５０が大梁１０に向かって鋼製梁２の外部へ突き出す配
置で、前記鋼製梁２の内部（中空部）に位置決め固定されている。
　具体的に本実施例では、前記本体部５の上下方向の３箇所にピン孔及びピン受けが形成
され、前記鋼製梁２の両側面にも当該ピン孔及びピン受けと対応する部位に芯を一致させ
た略同一形状のピン孔が３つずつ形成（穿設）されている。そして、前記鋼製梁２の内部
に本体部５を挿入し、該本体部５のピン孔及びピン受けの位置を、鋼製梁２に形成したピ
ン孔の位置に合わせ、鋼製梁２の一方の側面から各ピン孔等にドリフトピン５１…を共通
に通し、該ドリフトピン５１…の両端部を鋼製梁２の両側面に溶接等の接合手段で固定す
る。もとより、ドリフトピン５１をある程度の長さ通しておいてこれを本体部５のピン孔
及びピン受けの目印にする等の作業上の工夫は適宜行われるところである。こうして、前
記本体部５は前記鋼製梁２の内部に位置決め固定される。
　なお、前記本体部５は、予め鋼製梁２内に位置決め固定した状態で建築現場へ搬入して
も良いし、現場で施工しても良い。また、前記ドリフトピン５１と鋼製梁２との接合手段
について、前記ドリフトピン５１の両端部に雄ネジを形成し、前記鋼製梁２のピン孔に雌
ネジを形成することにより、当該ドリフトピン５１の両端部を鋼製梁２にねじ込み固定し
て実施することもできる。勿論、当該ねじ込み固定した後、更に溶接して実施することも
できる。
【００２１】
　一方、前記連結ピン６は、図２及び図３に示すように、軸部６０と頭部６１（丸平板）
とから成るいわゆる頭付きピンであり、前記大梁１０に形成されたピン孔１０ａに差し込
む構成で実施される。前記連結ピン６（軸部６０）の先端側には外周に沿って凹溝部６０
ａが形成されている。また、前記ピン孔１０ａは、前記連結ピン６がほぼぴったり嵌まっ
て収納できる大きさに形成され、当該ピン孔１０ａに差し込んだ連結ピン６の頭部６１の
天端が大梁１０の側面とほぼ面一となる構成で実施されている。
【００２２】
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　かくして、前記鋼製梁２と大梁１０は前記接合部材４を用いて下記する要領で接合され
ている。
　すなわち、先ず、前記接合部材４を構成する連結ピン６を前記大梁１０に形成したピン
孔１０ａに、その全体が収納される（その天端が大梁１０の側面とほぼ面一となる）まで
差し込む。
　次に、前記鋼製梁２の水平姿勢を適宜調整しつつ、同鋼製梁２に位置決め固定された前
記本体部５のフック部５０を前記大梁１０に形成したルーズ孔１０ｂに遊嵌させ、適時に
落とし込む。
　そうすると、前記連結ピン６の先端部に形成した凹溝部６０ａに前記本体部５の逆Ｕ字
形状のフック部５０が嵌まり込み本体部５と連結ピン６が連結され、ひいては鋼製梁２と
大梁１０とが強固に連結される。
　前記ルーズ孔１０ｂには必要に応じて予め接着材等の充填材５２を充填しておいてもよ
い。
【００２３】
  次に、前記木製梁３を直交する前記大梁１０に接合する構成について説明する。
  前記木製梁３は、図２及び図３に示すように、接合部材（第２の接合部材）８を用いて
大梁１０に接合される。具体的には、対向配置に位置する左右の大梁１０、１０に接合部
材８を用いて接合されている。前記接合部材８は、前記木製梁３の端部に形成されたスリ
ット状の切り欠き溝３０に差し込まれる板状の木製梁側接合部８０と、前記大梁１０の木
製梁３側の側面に形成されたＴ字形スリット状の切り欠き溝３１に差し込まれる平面視が
Ｔ字形状の大梁側接合部８１とで構成されている。
【００２４】
　前記木製梁側接合部８０には、左右方向の２箇所にピン孔とピン受けが形成され、前記
木製梁３の側面にも前記木製梁側接合部８０のピン孔及びピン受けと対応する部位に芯を
一致させた略同一形状のピン孔が２つずつ形成されている。
　前記木製梁３に形成された切り欠き溝３０は、同木製梁３の上面から前記木製梁側接合
部８０を差し込むことができ、差し込んだ木製梁側接合部８０の上端が木製梁３の上面か
ら突き出すことなくほぼぴったりと内部に嵌まって納まる形状、大きさに形成されている
。
　前記大梁１０に形成された切り欠き溝３１も、同大梁１０の上面から前記大梁側接合部
８１を差し込むことができ、差し込んだ前記大梁側接合部８１の上端が大梁１０の上面か
ら突き出すことなくほぼぴったりと内部に嵌まって納まる形状、大きさに形成されている
。
　前記木製梁３を前記鋼製梁２の上面に載せて位置合わせをした際に、図２に示すように
、前記木製梁３に形成された切り欠き溝３０と、大梁１０に形成された切り欠き溝３１と
で、平面的に見て連通するＴ溝形状となる構成である。
【００２５】
　前記木製梁３と大梁１０とを前記接合部材８を用いて接合する要領は、先ず、前記木製
梁３を鋼製梁２の上面に載せて、同木製梁３の両側面と鋼製梁２の両側面とを略面一にす
るとともに、木製梁３に形成された切り欠き溝３０の位置を、大梁１０に形成された切り
欠き溝３１の位置に合わせて平面的に見て連通するＴ字状となるように配置する。
　次に、前記接合部材８を、木製梁３及び大梁１０の上面から前記切り欠き溝３０及び３
１へ差し込む。そして、前記木製梁側接合部８０のピン孔及びピン受けの位置を、同木製
梁３のピン孔の位置に合わせる。
　最後に、木製梁３の一方の側面から各ピン孔等にドリフトピン８２、８２…を共通に通
して、前記接合部材８を木製梁３に固定し、前記木製梁３が大梁１０に接合される。
【００２６】
　なお、前記木製梁３の切り欠き溝３０に予め接合部材８の木製梁側接合部８０を差し込
み、各ピン孔等に通したドリフトピン８２、８２…で固定した状態で木製梁３を所要の高
さまで吊り上げ、大梁側接合部８１を大梁１０の切り欠き溝３１に差し込みつつ、前記木
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【００２７】
　本発明に係る木・鋼重ね梁構造１によれば、前記鋼製梁２と木製梁３とを、地震力等に
よるせん断力を負担するような接合を行わないことで、木製梁３が鋼製梁２から独立して
水平荷重を負担することができる。また、前記大梁１０、１０間が６ｍ程度である場合、
木製梁のみで構成すると、品確法により梁成が４２０ｍｍ程度必要であるところ、縦寸が
１９５ｍｍ程度の鋼管と、前記１０５ｍｍ角の木材とで３００ｍｍ程度の梁成で構成でき
るので、木製梁のみで構成した小梁と比べて断面寸法を小さく設計でき、より広い空間を
有する建築物を構築できる。
【００２８】
　なお、前記鋼製梁２又は木製梁３と、大梁１０との接合手段は、図２及び図３に示した
実施例に限らず、構造上必要とされる性能を満たす構成であれば、種々の接合方法で実施
することが可能である。
【実施例２】
【００２９】
  図４に示す実施例２の木・鋼重ね梁構造１’は、鋼製梁２’をＨ形鋼で構成した実施例
を示している。この重ね梁構造１’は、鋼製梁２’のフランジ面２０、２１を上下方向に
配置し、該上側フランジ２０の外面に木製梁３を接合することなく重ね合わせ、同鋼製梁
２’及び木製梁３の端部は、直交する大梁１０等の横架材にそれぞれ接合した構成である
。
【００３０】
  前記鋼製梁２’を大梁１０に接合するには、鋼製梁２’のウェブ面の両側にそれぞれ設
けたアングル材で成る接合部材（第１の接合部材）７を用いて行う。具体的には、前記鋼
製梁２’の端部を前記大梁１０の側面に突き合わせた状態で、前記接合部材７の一側面を
鋼製梁２’のウェブ面２２に当接させ、該ウェブ面２２と接合部材７の一側面をボルト７
ａ…で接合する。なお、前記接合部材７を予め鋼製梁２’のウェブ面にボルト接合した状
態で、鋼製梁２’の端部を大梁１０の側面に突き合わせた構成で実施することもできる。
  そして、前記接合部材７の他側面を前記大梁１０の側面に当接させて、同大梁１０と接
合部材７の他側面をボルト７ｂ…で接合する。
  前記木製梁３を大梁１０に接合する構成については、上記実施例１の重ね梁構造１を構
成する木製梁３を大梁１０に接合する構成と同じであるため、その説明を省略する。
  なお、前記鋼製梁２’又は木製梁３と、大梁１０との接合手段は、図４に示した実施例
に限らず、構造上必要とされる性能を満たす構成であれば、種々の接合方法で実施するこ
とが可能である。
【００３１】
　以上に本発明を図示した実施例に基づいて説明したが、もとより本発明は実施例の構成
に限定されるものではない。いわゆる当業者が必要に応じて行うであろう設計変更その他
の応用、改変の範囲まで含むことを念のため申し添える。
【符号の説明】
【００３２】
１、１’  重ね梁構造
１０      大梁
２        鋼製梁（角形鋼管）
２’      鋼製梁（Ｈ形鋼）
３        木製梁
４        接合部材（第１の接合部材）
７        接合部材（第１の接合部材）
８        接合部材（第２の接合部材）
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